




タックスプランニング　ＣＦＰ資格審査試験　出題項目リスト №1

№
項目
名

H23
-2

H24
-1

H24
-2

H25
-1

H25
-2

H26
-1

H26
-2

H27
-1

H27
-2

H28
-1

頻
度

1 所得税概論 非課税所得含む ○ ○ ○ ○ ○ 5

2 納税義務者 ○ ○ ○ ○ 4

3 利子所得 ○ ○ ○ 3

4 配当所得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

5 収入金額と必要経費 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

6 減価償却 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

7 その他（事業的規模等） ○ ○ ○ ○ ○ 5

8 キャッシュフロー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

9 事業所得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

10 給与所得 手取り、その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

11 退職所得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

12 総合譲渡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

13 株式譲渡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

14 不動産譲渡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

15 特例（３０００万控除） ○ ○ ○ ○ 4

16 ストックオプション ○ ○ ○ 3

17 生活動産の譲渡 ○ ○ ○ ○ 4

18 一時所得 金融類似商品含む ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

19 公的　私的年金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

20 為替差損益 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

21 その他 ○ ○ 2

22 損益通算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

24 居住用 ○ ○ ○ ○ 4

25 人的控除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

26 物的控除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

27 医療費控除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

28 総合課税の計算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

29 分離課税の計算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

30 住宅ローン控除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

31 配当控除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

32 期限など ○ 1

33 還付申告･損失申告 （計算） ○ ○ 2

34 準確定申告 ○ 1

35 非居住者の申告
非居住者の所得控除含
む

○ ○ ○ 3

36 納税方法 ○ 1

所
得
税

雑所得

税額計算

出題内容

不動産所得

譲渡所得

各種所得

確定申告

所得控除

損失の繰越控除



問題 出題
番号 難易度 年度 Ｐ

▼ ▼ ▼ ▼

【問 １】基 Ｈ24-2 ＜課税所得・非課税所得＞ １

【問 ２】基～中 Ｈ27-1 ＜給与所得者＞ １

【問 ３】基 Ｈ26-2 ＜給与所得者＞ ４

【問 ４】基 Ｈ26-1 ＜会社員（給与所得者）に係る総合問題＞ ６

【問 ５】基 Ｈ25-2 ＜会社員（給与所得者）に係る総合問題＞ ９

【問 ６】基～中 Ｈ25-1 ＜会社員（給与所得者）に係る総合問題＞ 12

【問 ７】基 Ｈ24-2 ＜会社員（給与所得者）に係る総合問題＞ 15

【問 ８】基 Ｈ26-2 ＜会社員（給与所得者）に係る総合問題＞ 18

【問 ９】基 Ｈ27-1 ＜個人事業に係る税金等＞ 20

【問 10】基 Ｈ26-1 ＜個人事業に係る総合問題＞ 22

【問 11】基～中 Ｈ25-2 ＜個人事業に係る総合問題＞ 24

【問 12】基～中 Ｈ27-1 ＜不動産所得＞ 26

【問 13】基 Ｈ26-2 ＜不動産所得＞ 28

【問 14】基 Ｈ26-1 ＜不動産所得＞ 30

【問 15】基 Ｈ25-1 ＜不動産所得＞ 32

【問 16】基 Ｈ24-2 ＜不動産所得等＞ 34

【問 17】基 Ｈ24-2 ＜不動産所得＞ 36

【問 18】基 Ｈ26-2 ＜事業所得＞ 38

【問 19】基～中 Ｈ26-1 ＜事業所得＞ 39

【問 20】基～中 Ｈ25-2 ＜事業所得＞ 40

【問 21】基～中 Ｈ27-2 ＜個人事業に係る税金等＞ 42

【問 22】基 Ｈ25-2 ＜事業専従者がいる場合の事業所得＞ 44

【問 23】基 Ｈ24-2 ＜個人事業＞ 44

【問 24】基 Ｈ25-1 ＜個人事業＞ 46

【問 25】中～上 Ｈ26-2 ＜青色事業専従者給与と所得税額＞ 49

【問 26】基 Ｈ25-2 ＜所得税の課税対象となる保険金＞ 50

【問 27】基～中 Ｈ27-1 ＜所得税の各種所得＞ 51

【問 28】基～中 Ｈ26-2 ＜一時所得、利子所得＞ 53

【問 29】基 Ｈ25-1、Ｈ26-1 ＜利子所得、雑所得＞ 55

【問 30】中 Ｈ26-1 ＜一時所得＞ 57

【問 31】基～中 Ｈ25-2 ＜一時所得＞ 58

【問 32】基 Ｈ24-2、Ｈ25-1 ＜一時所得＞ 59

【問 33】基 Ｈ27-1 ＜リタイアメント＞ 60

【問 34】基 Ｈ26-2 ＜リタイアメント＞ 62

【問 35】基 Ｈ26-1 ＜リタイアメント＞ 64

【問 36】基 Ｈ25-2 ＜リタイアメント＞ 67

問題編 目次

※ 難易度のマークはＦＰＫ研修センターが独自に振り分けたもので、次の通りです。

基 ＝基本レベル 中 ＝中級レベル 上 ＝上級レベル 特 ＝特異問題



★＝出題頻度（１つ：１～２回・２つ：３～４回・３つ：５回～）◎＝Let's try（必ずやっておこう)

【問 １】課税所得・非課税所得

（問題 1）設問Ａ★★ 1

【問 ２】給与所得者

◎（問題 2）設問Ａ★★★ 2

◎（問題 3）設問Ｂ★★★ 3

◎（問題 4）設問Ｃ★★★ 3

【問 ３】給与所得者

◎（問題 5）設問Ａ★ 4

◎（問題 6）設問Ｂ★★★ 5

◎（問題 7）設問Ｃ★★★ 5

【問 ４】会社員（給与所得者）に
係る総合問題

（問題 8）設問Ａ★★★ 7

（問題 9）設問Ｂ★★★ 7

（問題10）設問Ｃ★★ 8

【問 ５】会社員（給与所得者）に
係る総合問題

（問題11）設問Ａ★★★ 10

（問題12）設問Ｂ★★ 10

（問題13）設問Ｃ★★★ 11

（問題14）設問Ｄ★★★ 11

【問 ６】会社員（給与所得者）に
係る総合問題

（問題15）設問Ａ★★ 12

（問題16）設問Ｂ★★ 13

（問題17）設問Ｃ★★★ 13

（問題18）設問Ｄ★★★ 14

（問題19）設問Ｅ★★ 14

【問 ７】会社員（給与所得者）に
係る総合問題

（問題20）設問Ａ★★★ 15

（問題21）設問Ｂ★★★ 16

（問題22）設問Ｃ★★★ 16

（問題23）設問Ｄ★★ 17

（問題24）設問Ｅ★ 17

【問 ８】会社員（給与所得者）に
係る総合問題

◎（問題25）設問Ａ★★★ 19

◎（問題26）設問Ｂ★★★ 19

【問 ９】個人事業に係る税金等

◎（問題27）設問Ａ★ 20

◎（問題28）設問Ｂ★★★ 21

【問１０】個人事業に係る総合問題

（問題29）設問Ａ★★ 22

（問題30）設問Ｂ★★ 23

（問題31）設問Ｃ★★ 23

【問１１】個人事業に係る総合問題

（問題32）設問Ａ★★ 24

（問題33）設問Ｂ★ 24

（問題34）設問Ｃ★★★ 25

（問題35）設問Ｄ★★★ 25

【問１２】不動産所得

◎（問題36）設問Ａ★ 27

◎（問題37）設問Ｂ★★★ 27

【問１３】不動産所得

◎（問題38）設問Ａ★★★ 28

◎（問題39）設問Ｂ★★★ 29

◎（問題40）設問Ｃ★★★ 29

【問１４】不動産所得

（問題41）設問Ａ★★★ 30

（問題42）設問Ｂ★★★ 30

（問題43）設問Ｃ★★★ 30

（問題44）設問Ｄ★★★ 31

（問題45）設問Ｅ★★★ 31

【問１５】不動産所得

（問題46）設問Ａ★★★ 32

（問題47）設問Ｂ★★★ 33

（問題48）設問Ｃ★★★ 33

（問題49）設問Ｄ★★ 33

【問１６】不動産所得等

（問題50）設問Ａ★ 34

（問題51）設問Ｂ★★ 35

（問題52）設問Ｃ★★★ 35

【問１７】不動産所得

（問題53）設問Ａ★★★ 36

（問題54）設問Ｂ★★ 37

【問１８】事業所得

◎（問題55）設問Ａ★★★ 38

【問１９】事業所得

（問題56）設問Ａ★★ 39

（問題57）設問Ｂ★★★ 39

【問２０】事業所得

（問題58）設問Ａ★★ 40

（問題59）設問Ｂ★★★ 40

（問題60）設問Ｃ★★ 41

（問題61）設問Ｄ★★★ 41

【問２１】個人事業に係る税金等

◎（問題62）設問Ａ★★★ 42

◎（問題63）設問Ｂ★★★ 43

◎（問題64）設問Ｃ★★ 43

【問２２】事業専従者がいる場合の
事業所得

（問題65）設問Ａ★★ 44

【問２３】個人事業

（問題66）設問Ａ★★ 44

（問題67）設問Ｂ★★ 45

（問題68）設問Ｃ★★ 45

【問２４】個人事業

（問題69）設問Ａ★★ 46

（問題70）設問Ｂ★★ 47

（問題71）設問Ｃ★★★ 47

（問題72）設問Ｄ★★ 48

（問題73）設問Ｅ★ 48

【問２５】青色事業専従者給与と
所得税額

（問題74）設問Ａ★★ 50

【問２６】所得税の課税対象となる
保険金

（問題75）設問Ａ★★★ 50

【問２７】所得税の各種所得

◎（問題76）設問Ａ★★ 51

◎（問題77）設問Ｂ★★★ 52

◎（問題78）設問Ｃ★★★ 52

【問２８】一時所得、利子所得

◎（問題79）設問Ａ★★★ 53

◎（問題80）設問Ｂ★★★ 54

【問２９】利子所得、雑所得

（問題81）設問Ａ★★★ 55

（問題82）設問Ｂ★★★ 56

【問３０】一時所得

（問題83）設問Ａ★★★ 57

◎（問題84）設問Ｂ★★★ 57

【問３１】一時所得

（問題85）設問Ａ★★★ 58

（問題86）設問Ｂ★★★ 58

【問３２】一時所得

◎（問題87）設問Ａ★ 59

（問題88）設問Ｂ★ 59

【問３３】リタイアメント

◎（問題89）設問Ａ★★★ 60

◎（問題90）設問Ｂ★★★ 61

【問３４】リタイアメント

◎（問題91）設問Ａ★★★ 62

◎（問題92）設問Ｂ★★★ 63

出題頻度一覧

タックプランニング
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(c)All rights reserved ＦＰＫ研修センター株式会社

ＣＦＰ精選過去問題 タックスプランニング

【問２９】基 －複合問題－ 利子所得、雑所得

利子や為替差損益に対する所得税の取扱いに関する以下の設問について、答えを１～４の中か

ら１つ選んでください。

＜所得税の速算表＞

課税される所得金額 税率 控除額

1,000円 から 1,949,000円 まで ５％ 0円

1,950,000円 から 3,299,000円 まで 10％ 97,500円

3,300,000円 から 6,949,000円 まで 20％ 427,500円

6,950,000円 から 8,999,000円 まで 23％ 636,000円

9,000,000円 から 17,999,000円 まで 33％ 1,536,000円

18,000,000円 から 39,999,000円 まで 40％ 2,796,000円

40,000,000円 以上 45％ 4,796,000円

（注）課税される所得金額の1,000円未満の端数は切捨て。

（問題81）設問Ａ ☆☆☆ Ｈ26－1

生まれてから今日に至るまで日本国内に居住している小山さんの平成28年分の所得等が以下の

とおりである場合、平成28年分の所得税額（確定申告における年税額）として、正しいものはど

れか。なお、外貨預金は国内で源泉徴収されており、外国所得税額が課されるものではないもの

とする。

・ 公的年金等の雑所得の金額150万円

・ 外貨定期預金（為替予約なし）の損益

銀行名 預金利息 為替差損益

Ａ銀行 20万円 為替差損 15万円

Ｂ銀行 10万円 為替差益 5万円

・ 所得控除額100万円

1. 20,000円

2. 25,000円

3. 35,000円

4. 40,000円



- 241 -

(c)All rights reserved ＦＰＫ研修センター株式会社

ＣＦＰ精選過去問題 解答と解説 タックスプランニング

【問２９】基 －複合問題－ Ｈ25－1、Ｈ26－1 利子所得、雑所得

＜正解＞

設問Ａ 設問Ｂ

１ １

外貨建預金の為替差損益の取扱いは定番である。確実に得点できるようにしたい。

（問題80）設問Ａ－１ 外貨預金の利子と為替差損益 ☆☆☆

1. 正しい。

国内の銀行に預け入れた外貨定期預金の利息は、利子所得に該当し、源泉分離課税される。ま

た、同一年中に、為替差益と為替差損が生じた場合には内部通算し、為替差益の方が大きい場合

は、雑所得として総合課税される。為替差損の方が大きい場合には、他の所得と損益通算するこ

とはできず、損失は生じなかったものとみなされる。

＜預金利息＞

国内で支払われるもの：利子所得・源泉分離課税

国外で支払われるもの：利子所得・総合課税

＜為替差益＞

国内で支払われるもので、預入時に為替予約があるもの：雑所得・源泉分離課税

その他のもの：雑所得・総合課税

＜為替差損＞

雑所得の損失となるため、他に雑所得があれば内部通算できるが、他の所得との損益通算はで

きない。本設問では、公的年金とＡ銀行の為替差損およびＢ銀行の為替差益は、いずれも雑所得

であることから、これらを内部通算した金額が総所得金額となる。

① 雑所得の金額：150万円<公的年金>＋（5万円<為替差益>＋▲15万円<為替差損>）＝140万円

② 所得控除額：100万円

③ 課税総所得金額：①－②＝140万円－100万円＝40万円

④ 所得税額：③40万円×5％＝2万円

※ <外貨建て預金の取扱い> 240ページを参照。

（問題81）設問Ｂ－１ 外貨建て預金に係る税務 ☆☆☆

1. 適切。

国内の銀行に預け入れた外貨定期預金の利息は、利子所得に該当し、源泉分離課税される。ま

た、同一年中に、公的年金の雑所得と為替差損のように、雑所得において損益の両方の金額が生

じている場合には内部通算を行うことができるが、控除しきれない損失を他の所得と損益通算す

ることはできず、損失は生じなかったものとみなされる。本設問の場合、公的年金の雑所得200

万円と為替差損150万円の合計50万円が雑所得となり総所得金額に算入され、外貨預金の利息100

万円は利子所得となり源泉分離課税される。

＜利子＞

国内で支払われるもの：利子所得・源泉分離課税

国外で支払われるもの：利子所得・総合課税




